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	背景
	カベオリン-1は、カベオラ膜内で足場タンパク質として機能する可能性がある。Gタンパク質αサブユニットと直接相互作用し、それらの活性を機能的に制御することができる（相同性に基づく）。T細胞受容体（TCR）を介したT細胞活性化に不可欠な共刺激シグナルに関与する。DPP4への結合は、T細胞受容体/CD3依存的にT細胞増殖およびNF-κB活性化を誘導する。CTNNB1をカベオラ膜にリクルートし、Wnt経路を介してCTNNB1を介したシグナル伝達を制御する可能性がある。
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	Caveolin 1 抗体を使用した Hela 溶解物中の Caveolin1 のウェスタン ブロット分析。
	

	Caveolin1 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。
	

	HelaにおけるCaveolin1（緑）のCaveolin1抗体とDAPI（青）を用いた免疫細胞化学分析

